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第34次南極地域観測隊出発に際 して
佐 藤 夏 雄
第34次南極地域観測隊は,越冬隊39名,夏隊16名の総
計55名からなる.そ のほかに,南極条約に基づ く交換科
学者として,オ ース トラリア国立大学(夏 隣)と 中国極
地研究所(越 冬隊)の研究者2名 が同行する.特 に,外
国人が日本の南極基地に越冬するのは今回が初めてであ
る.
第34次南極地域観測隊が計画 している観測や設営プロ
ジェクトは例年 と同様に盛りだくさんである.数 々ある
プロジェクトのなかで,特 に特色のあるものを紹介する.
一つは,昭和基地に着いた早々に実施する南極周回気球
(ポー ラ ・パ トロールバルーン)がある.こ の気球は高
度30数キロメー トルまで上がり,その後は南極大陸を1
題する気流に乗り,各種のオーロラ現象や宇宙線の観測
を行うものである.観 測器の重量は約400キログラムも
あるため,直 径約50メー トルの大気球 を用いる.夏期の
早い時期に放嫁しなければならない理由は,上 層の風向
きが良いことと,この時期は太陽が沈まないため気球内
気温の低下による気球の落下を最小限に防ぐことができ,
高度を一定に保つバラス ト(鉄粉)の 放出を最小限に押
さえることができるためである,つ まり,長時間フライ
トすることができる.ち なみに,32次隊で実施した1号
機では南極大陸上空に33日間漂い大陸を1周半した.34
次隊では33次越冬隊との協力の もとでこの大気球を三機
放球する計画である.
もう一つの大きなプロジェク トは5年 計画の2年 次に
あたる氷床 ドーム深層掘削観測である,この計画は,昭
和基地より1000キロメー トル内陸の氷河の源流である高
度3800メートルの地点に基地を建設 し,約2000メートル
の深さまでの氷のコアサ ンプルを採取するという大掛か
りな観測である.この氷は現在から過去20万年前に積 も
った雪であるため,こ の中に含 まれている空気や各種の
微量成分を分析することにより過去の気候変動や火山活
動などを再現することができる.つ まり,この氷は地球
の大気変動の歴史を保存 している貴重なタイムカプセル
である.この大プロジェクトを実施するための前準備と
して,34次隊では2回 にわたる内陸700キロメー トル地
点の中継拠点 までの燃料デポ旅行と33次越冬隊が定めた
ドーム基地地点において建物 を2棟建て,掘 削の準備を
整えるというものである.ド ーム基地は3800メートルの
高さにある(南極は気圧が低いため日本の高度4300メー
トルに相当する)こ とと,夏季においてもマイナス60度
にもなる低温であるため,高 山病と寒さと戦っての作業
となる.大 変厳 しい作業となることが予想される.こ の
ような高所 ・寒冷下における人間の環境適応は医学研究
の研究テーマでもある,
オゾンホールで代表されるように,南 極は地球環境変
動をとらえるのに最も適 した場所であ り注 目を集めてい
る.34次隊では,従 来のオゾンや二酸化炭素の観測を継
続するだけでな く,世界に先駆けて,南 極で初めて硫黄
成分を含んだ微量成分の観測を始める.硫 黄の微量成分
粒子は下層雲の核 となるため,こ の成分の増減は雲の発
生の増減と直接関係 している.この成分の長期変動 を捕
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らえることにより,雲の増減が南極域の気温変動 とどの
ように係わっているかを調べることのIP要性が近年研究
者の問で注11視されて来ている,
「しらせ」のヘ リコプターによる夏期の野外観測も盛
りだ くさんであるが.特 記すべきことはボツヌーテンで
の地学調査がある.こ の地に足を踏み入れるのは,第1
次西堀越冬隊以来のことである(映画 「南極物語」を見
た方は覚えていると思われますが).
昭和基地における生活面では,34次隊から大きく変わ
ることが予想される.そ れは,32次,33次隊で建設 した
管理棟を34次隊から使用し始めるからである.この建物
は三階建てのモダンなものであ り,食堂,サ ロン,バ ー,
会議室,図 書室,隊 長室,医 務室,通 信室,な どがある.
つまり,日常生活の憩いの場所が見晴らしの良い新築の
建物になる.た だし,この建物を使用するために,34次
隊の夏期に配線,配 管等の多 くの内部設備工事の作業が
ある.ま た,昭和基地での越冬隊員増にともない4部 屋
の個室増設作業などもある.
これらの計画を遂行するうえで気掛かりなことは,氷
状である.30次以来リュツォ・ホルム湾内の定着氷は割
れることがなく年々その氷の厚さを増 している.33次隊
では接岸に大変な苦労をしている.盛 りだくさんの昭和
基地夏期オペ レーションをこなすためには,「しらせ」
がスムーズに昭和基地に接岸することが必須である.し
かし,近年の氷状を考慮すると接岸不能の事態も十分あ
りうることも覚悟 してお く必要がある.
11月14Hの出港に際し,隊長として願 うことは,隊員
相互間の連絡を密にし,チ ームワークを大切に し,「し
らせ」乗員と力を合わせ,第34次南極観測行動の諸オペ
レーションが成功することである.最後に,34次隊の諸
準備にご協力いただきました極地研究所の皆様をはじめ
関係者の皆様にここにお礼を申し上げます.
嚇 ・第・・次南極・酬 ・1徽,・陣 地研究所教 ●
授)
第17回南極阻石シンポジウム
三 澤 啓 司
さる8月19E|から31|間,極 地研 究 所 講';:1:にお い て 第
17回南 極1損イ1シン ポ ジウ ム が 開 催 され た,本 年 は8)i24
Hか ら9月31|に 京 都で 開催 され た 第29回万 国地 質 会1議
CIGOに 海 外 か らの 出 席 者 が あ わ せ てIlll席で き る よ う
に 考 慮 して,例 年6月 上 旬 に 開 催 して きた シ ンポ ジ ウム
を2か 月遅 らせ た.3名 の招 待 研究 者(hリ フ ォル ニ ア
人学 ロ ス ア ンゼ ル ス校 のKerridg(・博iJ,マ ック ス プ ラ
ン ク研 究 所 マ イン ッ のWanke教 授 とPa]nle　i111:　Dを 含
め.海 外 か ら21名,国 内 か ら85名の 参jJ[1者が あ った.
[IVI'一に 較 べ約20%増 の92編σ)論文が 寄 せ られ た が,時
間 の 制 約 か ら残 念 な が ら日 頭 発 表 は1人1件 に 限 り,3
名 の 招 待 研究 者'によ る特 別 講 演,66編 の 日頭 発 表,1件
の ビデ オ1映像 を使 った ポ ス タ ーセ ッシ ョ ンが 行 わ れ た ,
あ す か 「;貝打 の 初 期 分 類 報 告 に 始 ま り,岩 石 鉱 物 学.化 学,
同 位 体,物 性 研 究 と例 年 通b発 表 内 容 は 多岐 に わ た り,
活 発 な 討 論 が な され た.
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二 日目の午後には月限石の特別セッションが設けられ
た.新 たに七一ルロンダーネ山脈南のナンセン裸氷原で
発見されたAsuka〔A)-881757と1990年に月waZ,iと同定
されたYamato(Y)-793169についてのコンソーティア
ム研究の経過が報告された.ふ たつの限石は,米国のア
ポロ,ソ連のルナ ミッションで採取された試料とも,こ
れまでに見つかっていた南極産月除石とも化学組成およ
び組織が異なっており,新 しいタイプの月の海の地域の
岩石(チ タンに乏 しいグループに属する)ということで
研究者の意見がまとまった.A-881757は玄武岩組成で
あるにもかかわらず完晶質の組織をもち,この種の岩石
としては予想外の古い固化年代(39億年)を 示すのが特
徴である.ふ たつの陽石は,や まと山脈 と七一ルロン
ダーネ山脈 という500km以上離れた場所で採取 された
にもかかわらず,ペ アである可能性が示唆 された.現 在
コンソーテ ィアムメンバーにより詳細な研究が継続 して
なされてお り.その結果は月の起源と進化を考えていく
うえで新たな制1約を与えるとともに,これ まで提出され
ていた月の形成モデルに再検討を促す ものとなろう.
その他に私の印象に残った講演は,Y-82002阻石がよ
り酸化的な環境で生成 された限イ.iグループCarlisle-
Lakesタイプに属するという報告(極 地研究所のコレク
ションではこのタイプは3個が確認 されているだけであ
った),始原的なエコンドライトの酸素同位体組成につ
いての報告,Y-86751炭素質限石中のコンドリュールと
マ トリクスの元素分布の傾向が,こ れまでの炭素質コン
ドライ トの ものとまったく逆であるという報告などであ
った.月隙孔 火星起源阻石 を含めて,南 極損石のなか
にはこれまでには見つかっていない阻石が数多く含まれ
ていることを改めて感じ,その重要性 を再認識させ られ
た.
今回は事前に国内の参加者に英語での講演発表を‖乎び
かけたため,半 数以上の発表が英語でなされた.こ の試
みは海外からの参加者にはとても好評であった.今 後英
語での発表が定着 して,本 シンポジウムが国内外の阻石
研究者の国際的な研究発表の場となっていくと期待され
る.な お発表された論文の幾つかは,第17回南極阻石シ
ンポジウムのプロシーデ ィングスとして極地研究所から
fl行される予定である.
幸いにも今夏の記録的な酷暑の時期とは雅ならず.充
実 したシンポジウムを開催することが出来ました.京 都
の[GCの直前でご多忙にもかかわらず,各 セッション
の座長を快 く引 き受けて くださった皆様にはこの場を借
りてお礼申し上げます.
(筆者:国 立極地研究所資料系助手)
講演 と映画の会を開催
南極地域観測の事業と観測成果を広 く国民に普及する
ため,9月24日(木)夕 方,秋[H県秋田市の生涯学習セ
ンターにおいて,佐 藤教授(第34次南極地域観測隊長)
による南極観測報告 「講演と映画の会」(後援:秋 田県
教育委員会 ・秋田市教育委員会)を 開催 した.
会場には,小 中学生,.一般市民など約250名が集 まり
佐藤教授の 「南極の自然と観測隊」と題 した,南極大陸
の自然,越 冬隊員の観測活動,オ ーロラの発生現象,ア
ザラシやペンギンの生態,環 境問題などについての約1
時間の講演 を熱心に聞きいっていた.
また,講 演後の質問ではオーロラの発生 メカニズム,
オゾンホールの発生原因,南 極地域観測の今後の展望に
ついてなど専門的な質問があり時間を超過するほどであ
ったが佐藤教授の適切な答弁により終 了した.
終 「後に映画 「南極」の上映があ り,集 まった人々の
好評を得.盛 況のうちに幕を閉じた,
観測隊だより
8月に人っても先月同様天候には恵 まれず,中 旬にな
って,よ うやく待ちに待った太陽の輝きが基地に戻って
きた.5月 に太陽が隠れてから,約3か 月ぶりのことで
あった.先 月出発したみずほ基地への旅行隊も予定 され
ていた作業を順調に消化 し,15日全員無事に帰投 した.
日差しが戻った基地では,観 測 ・設営部門とも越冬生活
後半に向けての屋外作業が開始された,
9月も穏やかな天候が続き,そのため平年よりも寒い
月となった.9月15日には33次隊越冬開始以来の最低気
温である一33.1℃を記録 した.ま た,オ ゾン全量値の
観測では例年より早く中旬にオゾン全量値の減少傾向が
確認され,そ の数値は過去最低を記録 した.
隊の活動では,22Hに今次隊最大のオペ レーションで
ある,気 水圏部門の深層ボーリングのための候補地選定
旅行隊が出発 した.こ の旅行は基地より約1000kmも南
方の内陸が目的地で,予定では約3か 月間にわたる長期
旅行 となる.日 に日に日照時間が長 くなる基地では,各
観測部門による沿岸の調査旅行やルート工作など,隊 員
の屋外作業が活発に行われている.・・方,生 活面で も休
日には基地周辺の遠足やら氷山での素麺流 しなどを楽 し
みながら,全 員元気に活動 している.
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第33次越冬隊員の家族会
現 在 越 冬 中 の 第33次 越 冬 隊 員 の 家 族 会 が9月18H
l金)福 地 会 長のiゴ崔に よ り'11研究 所 講';:〔:で開 催 され た .
遠 く は沖 縄 か ら,li1席され た家 族 を は じめ,21家 族・10名の
参 加 が あ った.ま たIL自発 準flilに忙 しい3.1次隊 佐 藤 観iHI」隊
長 も1唱席 した.
会 はldl.合所 長 の 留 守 家 族の 力.へのね ぎ らい の1諜 と福
地 会 長 の あ い さつ に 始 ま り、　Illl席家族 か ら は,近 況 な ど
も ま じえ た 自己 紹 介が あ り,な ご や か な雰 囲 気 に 包 まれ
た.
.ド業 課 か らは 越 冬 隊 の 今 後 の 日程 や 託 送 品 の 送 りカ.な
どに つ い て 説1男を し,ま た,今 年3月 に帰 国 した 第33次
夏 隣が 撮 影 した 記録 フ ィ ルム を集 め,出 港 か ら 夏期 オペ
レー シ ョン中の 各 隊 員 の 様 ∫.をス ラ イ ドで 披 露 した.
記 念 写 真 を撮 影 後 閉 会 とな った. ～
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第34次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平 成4年10月1日 現 在
担 当 氏 名 生 年 月H(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 佐 藤 夏 雄 22.7.8 文部教官 教授
国立極地研究所研究系
新 潟 県 第15次越冬隊
第22次越冬隊
第29次夏 隣
気 象 高 尾 俊 則 30.4.7 運輸技官気象庁観測部管理課
福 岡 県 第25次越冬隊
t. 小 池 仁 治 33.7.20 運輸技官 山 形 県
気象庁観測部管理課
., 鎌 田11f博 38.1.1 運輸技官 宮 城 県
気象庁観測部管理課
〃 杉 田 興　IE 38.12.26運輸技官 大 阪 府
気象庁観測部管理課
〃 櫻 井 敬 三 39.5.9 運輸技官 山11県
気象庁観測部管理課
電 離 層 山1.1隆 司 40.7.20 郵政事務官 大 阪 府
郵政省通信総合研究所
電波部
地球物理 岡 野 憲 太 40.5.11 文部教官 助手 東 京 都
東京大学理学部
宙 空 系 利根川 豊 29.3.16 文部技官 埼 玉 県
国立極地研究所車業部
(東海大学工学部)
.. 蒔 田 好 行 41.6.29 郵政技官 埼 玉 県
郵政省通信総合研究所
電波部
「■ 六 山 弘 ・ 41.9.20 文部教官 助手 大 阪 府
電気通信大学
電気通信学部
地 学 系 佐 藤 忠 弘、 20.3.21 文部教官 助教授 北 海 道 第33次夏隊
国立天文台地球回転研究系
.「 澤 柿 教 伸 41.8.24 文部技官 瘤 山 県
国立極地研究所事業部
(北海道大学大学院学生)
気水圏系 藁 科 秀 男 22.6.19 文部教官 助手 静 岡 県
仙 台 電 波 工 業 高等1鋸門三学校
情報通信工学科
〃 本 山 秀 明 32.6.13 文部教官 助手 東 京 都 第31次夏隣
国立極地研究所研究系
〃 榎 本 浩 之 32.10.4 .文部教官 助教授 東,1(都
北見工業大学工学部
.「 永 尾 ・ 平 35.4.10 文部教官 助手 大 阪 府
名古屋大学
水圏科学研究所
〃 宮 原 盛 匹享 39.7.8 文部技官 鹿児島県
国立極地研究所事業部
(㈱地球工学研究所)
生 物 ・医
学 系
谷 村 篤 26.3.4 文部教官 助手
国立極地研究所研究系
静 岡 県 第21次夏 隊
第23次越 冬 隊
り 宮 本 佳 則 38.4.16 文部教官 助手 滋 賀 県
東京水産大学水産学部
機 械 村 松 金 一 25.6.6 文部技官
国立極地研究所事業部
静 岡 県 第28次夏隣
第30次越冬隊
(㈱関電工)
., 室 剛 27.9.15 文部技官 石 川 県
国立極地研究所事業部
(㈱小松製作所)
,■ 由 利 稔 30.2.24 文部技官 埼 玉 県 第27次越冬隊
国立極地研究所事業部
(いす"自 動 車㈱}
.F 石 塚 徹 33.4.18 通商産業技官 栃 木 県工業技術院化学技術研究所
総務部工務課
., 浦 宏 之 38.10.12文部技官 大 阪 府
国立極地研究所事業部
(ヤ ン マ ー エ ン ジ ニ アIJン グ㈱)
〃 桑 原 新 二 42.4.14 文部技官 新 潟 県
国立極地研究所事業部
(㈱大原鉄工所)
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担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
通 僧 古 積 和 彦 36.6.5 郵政技官 宮 城 県
郵政省東北電気通信管理局
総務部総務課
.[ 角 貞 己 38.1.23 文部技官 鹿児島県
国立極地研究所事業部
(NTT鹿児島支店)
〃 西 分 竜 二 41.5.17 海上保安官 熊 本 県
海上保安庁警備救難部
調 理 伊 藤 晴 夫 32.10.13文部技官 神奈川県
国立極地研究所事業部
(㈱東條会館)
.P 坂 本 速 人 33.10.23海.ヒ保安官 北 海 道
海.ヒ保安庁警備救難部
医 療 前 田 倫 34.7.6 文部技官 兵 庫 県
国立極地研究所
(大阪大学医学部)
〃 堀 内 修 三 34.7.31 文部技官 愛 媛 県
国立極地研究所
(愛媛大学医学部)
航 空 長 埜 孝 行 25.9.13 文部技官 東 京 都
国立極地研究所事業部
〃 儀 「川 健 26.2.23 文部技官 沖 縄 県
国立極地研究所事業部
〃 千 葉 健 35.7.26 文部技官 東 京 都
国 ・γ極地研究所
設 営 ・般 浅 香 隆 二 37.9.11 文部事務官 埼 玉 県
埼玉大学工学部
.. 森 内 秀 樹 41.6.18 文部技官 愛 媛 県
国立極地研究所事業部
ol本電気㈱)
., 内 藤 望 41.9.29 文部技官 愛 知 県
国立極地研究所事業部
(京都大学大学院学生)
○夏 隊
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 成 瀬 廉 二 17.12.31文部教官 助教授 鳥 取 県 第10次越冬隊
(夏隊 長 〉 北海道大学低温科学研究所 第14次越冬隊
海洋物理 橋 間 武 彦 26,8.2 海.ヒ保 安 官 東 京 都
海上保安庁水路部
海洋調査課
海洋化学 並 木 正 治 39.8.20 海上保安官 埼 玉 県
海上保安庁水路部
海洋調査課
海洋生物 石 井 雅 男 36.9.30 運輸技官 愛 知 県
気象庁気象研究所
地球化学研究部
測 地 生 巣 国 久 31.6.23 建設技官 群 馬 県
建設省国土地理院測図部
地形課
宙 空 並 木 道 義 21.1.10 文部技官 東 京 都
宇宙科学研究所観測部
打上管制課
地 学 系 坪 川 恒 也 19.8.30 文部教官 助教授 東 京 都
国立天文台水沢観測センター
り 林 正 久 24.2.13 文部教官 教授 岐 阜 県 第16次越冬隊
島根大学教育学部 第29次夏 隊
〃 花 田 英 夫 27.7.31 文部教官 助手 岩 手 県
国立天文台地球回転研究系
il 石 川 正 弘 42.3.15 文部教官 助手 宮 城 県 第33次夏隣
東北大学理学部
生 物 ・医 岩 見 哲 夫 31.5.21 文部技官 東 京 都
学 系 国立極地研究所事業部
(東京家政学院大学家政学部)
一6
極 地 研 ニ ュ ー ス111
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
設営一般 久 松 順 31.12.20文部技官
国立極地研究所事業部
山 形 県
(㈱大勇)
〃 熊 崎 博 久 33.1.21 総理府技官 北 海 道
北海道開発局営繕部建築課
t, 白 崎 渡 39.12.24文部技官 福 井 県
福井医科大学業務施設課
〃 山 田 義 洋 41.11.4 文部事務官 新 潟 県
国立極地研究所管理部
〃 松 永 重 年 43.12.22文部技官 熊 本 県
国立極地研究所事業部
(㈱関電工)
● °外国共同観測 に トラリア
外国基地派遣者名簿
デイビス基地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
海 洋 生 態 学 綿貫 豊 34.1.2 国立極地研究所研究系(文部教官 助手)長 野 県 第30次夏隊第31次越冬隊
海 洋 生 態 学 加藤 明子 43.2.4 顯難難嘉 鷲別噂 星;千 葉 県
O南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(オース トラリア;デ イビス基地,モ ーソン基地)
専門分野
設 営
氏 名
佐 野 雅 史
生年月日
(昭和)
16.5.17
所 属
国立極地研究所事業部(文 部技官)
本 籍
岐 阜 県
隊経験等
○南極条約に基づく交換科学者(受入)
氏 名 生年月日 所 属 ・ 職 研 究 目 的
Gef{rey　Lodge　Fraser 1968.10.3オース トラリア国立大学地球科学
研究所大学院学生
地質学,岩 石学,地 球年代学的研究
楊 恵根 1965.9.22中国極地研究所超高層物理学部門研究者
オ ー ロ ラ 観測
『
?
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭 和 基 地
(Syowai89532)
平 均 気 温(Meantemp,)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧　(Meanvapourpressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean>　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
9月(Sep,)
一20 ,9
-7 .7
-33 .1
982,4
0.9
67.0
5,3
25.8(26,ENE)
30.8(26,ENE)
6,8
4
10月(Oct.〉
一14.1
-1 .2
-28.0
985.3
1.4
62.0
5.1
20.4(6,NE)
25.4(31,E)
7,0
1
■
【極地豆事典】
海氷から水中に伸びる中空氷柱
アイス ・スタラクタイ ト
1968年11月,南極マクマー ドサ ウン ドのエレバス湾
で,厚 さ約1.8mの海氷の下に潜ったアメリカ隊のダイ
バーが,海 氷の下面から氷柱(つ らら)の ように水中
に垂れ下がっている氷を発見した.お よそ25m2に3-
4本の割合でそのような氷が見つかり,中には長さが
1mに 達するものもあった.こ の氷に関する報告では.
アイス ・スタラクタイトと名付けられて記述された.
スタラクタイ ト　(stalactite)　は,鐘乳石のことであ
る.鐘 乳洞の天井から滲み出したカルシウム炭酸塩 を
含む水が,垂 れ落ちながら蒸発して形成する氷柱のよ
うな姿の沈澱物であ り,ゆっくりと下に向かって成長
する.し かし,氷柱 と異なるのは中空の芯が貫いてい
て,滲 み出た水は中を通って先端に供給される.
アイス ・スタラクタイ トも中空になっていて,海 氷
内部から流下するブラインが先端の穴から海水中に放
出される.海 氷は,そ の温度に平衡する濃度の海塩水
(プライン)を液体のまま内部に閉じ込めている.海氷
の温度が下がると,ブ ラインは氷を折出して濃 くなる
が,氷 生成の体積増によってプラインの一部は外に押
し出される.低温高塩分のブラインが海水中に流れ出
ると,流 れに接する海水が冷えて氷の結晶を生み,流
下するブラインの周 りに氷の管ができる.そ の中を冷
たいブラインが通るので,管 の周 りの海水が次々に凍
り,根元の太い中空芯の氷柱 となる,こ れは,低温室
や現場海氷で,実 験的に生成 して観察された,
天然のアイス ・スタラクタイ トは,そ の後,北 極海
や南極大陸周辺の海氷域で,海 氷の下 に潜 ったダイ
バー達によって,数 多 く報告 された.マ クマードサウ
ンドでは,長 さが6mに 達するものまでが観察された,
全体 としてきわめて脆 く,海氷下に存在する弱い流れ
でも崩れてしまうほどなので,完 全な姿で空中に取 り
出したという成功例はまだ報告されていない.
r竺 隅一 ㌍票讐… ●
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サロマ湖海氷に作ったアイス ・スタラクタイ ト
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